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は
じ
め
に

　
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
は
、
史
実
の
「
赤
穂
事
件（

１
）」

を
脚
色
し
た
演
劇
、
人

形
浄
瑠
璃
の
作
品
で
あ
る
。

　

事
件
は
、
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
三
月
十
四
日
、
江
戸
城
本
丸
御
殿
の

松
の
廊
下
で
起
こ
っ
た
「
刃
傷
事
件
」（
播
磨
国
赤
穂
藩
主
・
浅
野
内
匠
頭
が
、
吉
良

上
野
介
に
切
り
付
け
た
）
を
発
端
と
す
る
。
浅
野
内
匠
頭
は
加
害
者
と
し
て
、
五

代
将
軍
徳
川
綱
吉
の
裁
断
に
よ
っ
て
即
日
切
腹
と
な
り
、同
家
は
絶
家
と
な
る
。

以
後
、浅
野
内
匠
頭
の
家
臣
ら
は
、筆
頭
家
老
・
大
石
内
蔵
助
を
中
心
と
し
て
、

主
君
の
弟
・
浅
野
大
学
に
よ
る
家
名
存
続
を
願
う
も
叶
わ
ず
、
翌
元
禄
十
五
年

（
一
七
〇
二
）
十
二
月
十
四
日
の
夜
、
吉
良
上
野
介
の
江
戸
屋
敷
を
襲
っ
て
、
主

君
の
仇
・
恨
み
を
晴
ら
し
た
、
い
わ
ゆ
る
「
討
入
」
を
頂
点
と
す
る
事
件
で
あ

る
。
大
石
以
下
の
浪
士
ら
は
、
元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）
二
月
四
日
切
腹
し
、

主
君
内
匠
頭
と
同
じ
く
泉
岳
寺
に
葬
ら
れ
る
。

　

宝
永
七
年（
一
七
一
○
）九
月
、
徳
川
綱
吉
の
一
周
忌
法
要
の
大
赦
に
よ
っ
て
、

弟
大
学
が
幕
府
の
旗
本
に
加
え
ら
れ
、
赤
穂
浅
野
家
の
再
興
が
叶
う
。
人
形
浄

瑠
璃
が
赤
穂
事
件
を
取
り
上
げ
た
の
は
宝
永
七
年
が
最
初
で
、
竹
本
座
で
は
近

松
門
左
衛
門
作
『
兼
好
法
師
物
見
車
』『
碁
盤
太
平
記
』
の
二
部
連
作
、
豊
竹

座
で
は
紀
海
音
作
『
鬼
鹿
毛
無
佐
志
鐙
』
を
嚆
矢
と
す
る（

２
）。

　

続
い
て
「
赤
穂
事
件
」
を
脚
色
し
た
作
品
と
し
て
は
、
享
保
十
七
年
（
一
七

三
二
）
一
〇
月
豊
竹
座
初
演
、
並
木
宗
助
・
小
川
丈
助
・
安
田
蛙
文
の
合
作
に

よ
る
『
忠
臣
金
短
冊
』
が
三
作
目
と
な
る
。

　

四
作
目
が
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
で
、
寛
延
元
年
（
一
七
四
八
）
八
月
十
四

日
初
日
、
大
坂
道
頓
堀
竹
本
座
で
の
初
演
で
あ
る
。
作
者
は
、
並
木
千
柳
（
並

木
宗
輔
）、
三
好
松
洛
、
竹
田
出
雲
（
二
代
。
親
方
出
雲
・
定
雄
（
３
））
で
あ
る
。

　

外
題
の
「
仮
名
手
本
」
は
い
ろ
は
四
十
七
字
で
あ
っ
て
赤
穂
浪
士
四
十
七
人

を
象
る
こ
と（

４
）や

、
大
序
の
本
文
に
曰
く
、
新
田
義
貞
の
「
死
骸
の
傍
に
落
散
た

る
兜
の
数
は
四
十
七
。」（
忠
弐
ウ
１
）
で
あ
る
こ
と
、
あ
る
い
は
第
六
「
財
布

の
連
判
」
の
本
文
に
「
金
」
の
文
字
を
四
十
七
回
用
い
る
こ
と（

５
）な

ど
、
と
か
く

四
十
七
士
に
因
む
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
た
点
で
あ
る
と
思
う
が
、
も
っ
と
も
肝

心
な
指
摘
だ
と
筆
者
が
考
え
る
の
は
、
本
作
の
初
演
が
討
入
か
ら
数
え
の
四
十

七
年
目
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る（

６
）。
討
入
か
ら
四
十
七
年
目
の
初
演
で
あ
る
と

み
た
場
合
、
初
日
が
（
八
月
で
あ
る
と
は
い
え
）、「
十
四
日
」
で
あ
る
こ
と
も
偶

然
で
は
な
く
、
浪
士
の
主
君
・
浅
野
内
匠
頭
の
命
日
を
選
ん
だ
の
だ
と
気
付
く

こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

　
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』の
作
者
た
ち
は
、
初
演
の
年
や
初
日
の
日
と
い
っ
た
、

い
わ
ば
作
品
の
外
側
の
情
報
か
ら
、
観
客
・
読
者
に
史
実
の
「
赤
穂
事
件
」
の

月
日
を
一
層
つ
よ
く
意
識
さ
せ
る
こ
と
を
企
図
し
た
も
の
と
筆
者
は
考
え
る
。

『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
の
作
中
時
間
設
定
に
つ
い
て

神
　
津
　
武
　
男
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右
の
理
解
の
上
で
、
作
品
の
内
部
に
お
い
て
各
段
の
月
日
を
ど
の
よ
う
に
設

定
し
た
も
の
か
を
捉
え
直
し
て
み
る
こ
と
を
本
稿
の
目
的
と
す
る
。『
仮
名
手

本
忠
臣
蔵
』
の
作
者
た
ち
が
施
し
た
工
夫
や
、
先
行
諸
作
と
も
異
な
る
独
自
の

構
想
を
指
摘
し
た
い
。

一
、
各
段
の
作
中
の
時
間
設
定

　
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
の
各
段
は
、
何
年
何
月
何
日
と
設
定
さ
れ
た
も
の
な

の
か
。
こ
れ
ま
で
明
確
に
指
摘
し
た
例
を
み
な
い
の
で
、
以
下
各
段
ご
と
に
前

後
の
段
と
の
関
係
や
、
そ
も
そ
も
何
月
何
日
と
設
定
し
た
も
の
で
あ
る
の
か
を

説
明
す
る
。
こ
の
た
め
、
作
中
の
時
間
お
よ
び
場
所
に
関
す
る
本
文
を
抜
粋
し

た
も
の
が
、
次
頁
以
下
に
掲
げ
る
「
表
１　

浄
瑠
璃
本
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』

各
段
の
段
名
と
、
作
中
設
定
時
間
・
場
所
一
覧
」
で
あ
る
。
月
日
に
関
し
て
は

丸
数
字
、
場
所
に
つ
い
て
は
﹇
﹈
内
の
通
し
番
号
を
添
え
て
引
用
す
る
の
で
、

適
宜
参
照
さ
れ
た
い
。

　

ま
ず
大
序
「
鶴
岡
の
饗
応
」
は
、
暦
応
元
年
（
一
三
三
八
）
二
月
二
十
九
日

と
考
証
す
る（

７
）。
①「
頃
は
暦
応
元
年
二
月
下
旬
」と
述
べ
る
も
の
の
、
第
二「
諫

言
の
寝
刃
」
で
、
桃
井
家
の
中
間
ら
が
大
序
の
出
来
事
を
、
③
「
き
の
ふ
鶴
が

岡
で
。
是
の
旦
那
若
狭
助
様
。
い
か
ふ
ぶ
首
尾
で
」
云
々
と
述
べ
る
の
で
、
大

序
と
二
段
目
は
前
日
翌
日
の
関
係
と
知
ら
れ
る
。
続
く
二
段
目
は
月
が
改
ま
っ

て
②
「
弥
生
」
三
月
な
の
で
、
大
序
は
二
月
二
十
九
日
、
二
段
目
は
三
月
一
日

と
な
る
。

　

第
二
「
諫
言
の
寝
刃
」
で
、
塩
冶
判
官
の
使
者
・
大
星
力
弥
が
④
「
明
日
は

官
領
直
義
公
へ
未
明
よ
り
相
詰
」「
判
官
若
狭
助
両
人
は
。
正
七
ツ
時
に
急
度

御
前
へ
相
詰
よ
」
と
高
師
直
の
伝
言
を
述
べ
、
ま
た
若
狭
助
が
加
古
川
本
蔵
に

⑤
「
明
日
は
最
早
了
簡
な
ら
ず
。
御
前
に
て
恥
面
か
ゝ
せ
る
」
と
打
ち
明
け
る

こ
と
か
ら
、
二
段
目
と
三
段
目
も
前
日
翌
日
の
関
係
と
知
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ

っ
て
第
三
「
恋
歌
の
意
趣
」
は
、
三
月
二
日
朝
の
出
来
事
と
判
る
。

　

第
四
「
来
世
の
忠
義
」
は
、
作
中
に
特
定
し
得
る
の
は
、
⑨
「
名
有
桜
を
取

寄
」
る
こ
と
の
可
能
な
季
節
、
す
な
わ
ち
春
三
月
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
ば
か

り
で
あ
る
。
大
序
・
二
段
目
・
三
段
目
は
連
続
す
る
三
日
間
の
出
来
事
で
あ
っ

た
が
、
こ
の
日
ま
で
塩
冶
判
官
が
閉
門
蟄
居
し
た
日
数
が
定
か
で
な
く
、
四
段

目
の
日
を
特
定
で
き
な
い
。
し
か
し
本
文
に
日
付
を
特
定
し
な
い
の
は
、
史
実

の
浅
野
内
匠
頭
が
切
腹
し
た
三
月
十
四
日
を
、
観
客
や
読
者
に
本
文
の
外
側
に

暗
示
す
る
た
め
に
、
敢
え
て
作
者
が
施
し
た
工
夫
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。

　

第
五
「
恩
愛
の
二
玉
」
は
、
七
段
目
で
寺
岡
吉
右
衛
門
が
述
べ
る
父
与
市
兵

衛
の
命
日
が
㉓
「
六
月
廿
九
日
の
夜
。」
で
あ
る
の
で
、
与
市
兵
衛
が
惨
殺
さ

れ
る
五
段
目
は
六
月
二
十
九
日
と
な
る
。

　

第
六
「
財
布
の
連
判
」
は
、
五
段
目
と
は
前
日
翌
日
の
関
係
で
あ
る
。
五
段

目
の
出
来
事
を
、
勘
平
は
⑰
「
夕
べ
鉄
鉋
で
打
殺
し
た
」、
⑱
「
夜
前
弥
五
郎

殿
の
御
目
に
か
ゝ
り
。
別
れ
て
帰
る
く
ら
ま
ぎ
れ
山
越
猪
に
出
合
。」
と
、
前

夜
と
す
る
。
ま
た
一
文
字
屋
も
、
与
市
兵
衛
と
の
交
渉
を
⑭
⑯
で
「
夕
べ
」
と

し
て
、
前
日
の
夕
方
と
し
て
い
て
一
致
す
る
。
六
段
目
は
五
段
目
の
翌
日
、
七

月
一
日
と
な
る
。

　

第
七
「
大
尽
の
鈷
刀
」
は
、
作
中
に
特
定
し
得
る
の
は
季
節
が
冬
で
あ
る
と

い
う
ば
か
り
で
あ
る
。
冬
だ
と
い
う
の
は
由
良
助
の
詞
・
㉒
「
炉
の
炭
も
つ
い

で
お
き
や
。」
か
ら
、
風
炉
を
仕
舞
い
、
炉
開
き
が
済
ん
だ
あ
と
で
あ
る
こ
と

が
知
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。
炉
開
き
は
江
戸
時
代
、
被
支
配
階
層
で
は
十
月
の

中
の
亥
の
日
に
す
る
も
の
と
さ
れ
た（

８
）。

暦
応
元
年
の
場
合
、
十
月
二
十
日
が
こ

れ
に
当
た
る
の
で
、
十
月
二
十
日
以
降
と
な
る
。
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段
数

章
題

段
名

文
楽
現
行
段
名
作
中
月
日

月
日
に
関
わ
る
本
文

場
所
に
関
わ
る
本
文

（
無
記
）

鶴
岡
の
饗
応
鶴
ヶ
岡
の
段
（
天

源
・
加
清
）

鶴
が
岡
兜
改
め

の
段

／
恋
歌
の
段

２
月
29
日

①
頃
は
暦
応
元
年
二
月
下
旬
。（
忠
壱
オ
５
）﹇
01
﹈
鶴
が
岡
八
幡
宮
（
忠
壱
ウ
１
）、﹇
02
﹈

馬
場
先
（
忠
壱
ウ
５
）

第
弐

諫
言
の
寝
刃
桃
井
館
の
段
（
天

源
・
加
清
）

桃
井
館
力
弥
上

使
の
段

／
桃
井
館
本
蔵

松
切
の
段

３
月
１
日

②
空
も
弥
生
の
た
そ
か
れ
時
。（
忠
六
オ

５
）、
③
き
の
ふ
鶴
が
岡
で
。
是
の
旦
那

若
狭
助
様
。い
か
ふ
ぶ
首
尾
で
有
た
げ
な
。

（
忠
六
ウ
４
）、
④
明
日
は
官
領
直
義
公
へ

未
明
よ
り
相
詰
申
筈
の
所
。
定
て
御
客
人

も
早
々
に
お
出
あ
ら
ん
。
然
れ
ば
判
官
若

﹇
03
﹈
桃
井
若
狭
助
安
近
の
。
館
（
六
オ
５
）

一
、 

本
表
は
、『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
各
段
の
作
中
に
設
定
す
る
と
こ
ろ
の
時
間
・
場
所
を
一
覧
す
る
こ
と
を
目
的
に
作
成
し
た
。

一
、「
段
数
」
に
は
、
通
し
本
（
初
板
七
行
本
）
の
各
段
冒
頭
に
記
す
内
容
を
そ
の
ま
ま
採
用
し
た
。

一
、「
章
題
」
に
は
、
初
演
番
付
に
記
載
さ
れ
た
（
浄
瑠
璃
本
に
は
記
載
さ
れ
な
か
っ
た
）
各
段
の
標
題
を
そ
の
ま
ま
採
用
し
た
。

一
、  「
段
名
」
に
は
、
大
坂
板
五
行
本
が
記
載
す
る
と
こ
ろ
の
段
名
を
採
用
し
た
。
段
名
の
あ
と
の
（ 

）
内
に
、
典
拠
と
し
た
本
の
板
元
名
を
、
次
の
略
称
を
以

て
示
し
た
。
天
源
＝
天
満
屋
玉
水
源
治
郎
、
紙
与
＝
紙
屋
岡
与
右
衛
門
、
加
清
＝
加
島
屋
加
島
清
助
、
竹
清
＝
加
島
屋
竹
中
清
助
、
久
栄
堂
＝
千
葉
久
栄
堂
。

な
お
段
名
は
、
通
し
本
・
初
演
番
付
に
は
通
常
記
さ
れ
ず
、
抜
き
本
の
刊
行
に
際
し
て
命
名
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。

一
、「
文
楽
現
行
上
演
段
名
」
は
、
昭
和
五
十
一
年
（
１
９
７
６
）
十
二
月
東
京
国
立
小
劇
場
文
楽
公
演
で
用
い
ら
れ
た
段
名
を
参
考
の
た
め
に
記
し
た
。

一
、  「
作
中
月
日
」
は
、
筆
者
が
推
定
す
る
と
こ
ろ
の
作
中
の
月
日
を
記
し
た
。
年
は
す
べ
て
「
暦
応
元
年
」
と
推
定
す
る
の
で
省
略
し
た
。
独
自
の
解
釈
を
含

む
場
合
、〈 

〉
内
に
示
し
た
。

一
、  「
月
日
に
関
わ
る
本
文
」
は
、
各
段
の
作
中
に
設
定
す
る
月
日
・
時
間
に
関
係
す
る
本
文
を
、
通
し
本
（
初
板
七
行
本
）
か
ら
抜
粋
し
た
。（ 

）
内
に
、
記

載
の
丁
数
、
続
い
て
丁
表
を
「
オ
」、
丁
裏
を
「
ウ
」、
さ
ら
に
本
文
の
初
め
の
位
置
の
行
数
を
洋
数
字
で
示
し
た
。

一
、  「
場
所
に
関
わ
る
本
文
」は
、
各
段
の
作
中
に
設
定
す
る
場
所
に
関
係
す
る
本
文
を
、
通
し
本（
初
板
七
行
本
）か
ら
抜
粋
し
た
。（ 

）内
に
、
記
載
の
丁
数
、

続
い
て
丁
表
を
「
オ
」、
丁
裏
を
「
ウ
」、
さ
ら
に
本
文
の
初
め
の
位
置
の
行
数
を
洋
数
字
で
示
し
た
。

表
１　

浄
瑠
璃
本
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
各
段
の
段
名
と
、
作
中
設
定
時
間
・
場
所
一
覧



22

狭
助
両
人
は
。
正
七
ツ
時
に
急
度
御
前
へ

相
詰
よ
と
師
直
様
よ
り
御
仰
。（
忠
九
オ

５
）、
⑤
明
日
は
最
早
了
簡
な
ら
ず
。
御

前
に
て
恥
面
か
ゝ
せ
る
武
士
の
意
地
。（
忠

十
ウ
７
）

第
三

恋
歌
の
意
趣
恋
歌
の
意
趣
（
天

源
・
紙
与
・
加
清
）、

殿
中
の
段
（
久
栄

堂
）

足
利
館
大
手
下

馬
先
進
物
の
段

／
足
利
館
お
か

る
文
使
い
の
段

／
足
利
館
殿
中

刃
傷
の
段

／
足
利
館
裏
門

の
段

３
月
２
日

⑥
正
七
ツ
時
の
御
登
城
（
忠
十
二
ウ
４
）、

⑦
一
昨
日
鶴
が
岡
に
て
の
意
趣
ば
ら
し
。

我
手
を
出
さ
ず
本
蔵
め
に
言
付
。（
忠
十
三

４
）、
⑧
最
早
明
六
ツ
東
が
し
ら
む
横
雲

に
（
忠
廿
二
ウ
６
）

﹇
04
﹈
足
利
左
兵
衛
督
直
義
公
。
関
八
州
の

官
領
と
新
に
建
し
御
殿
の
結
構
。
…
西
の

御
門
の
見
付
の
方
。（
忠
十
二
ウ
２
）、
／

﹇
05
﹈
奥
の
御
殿
は
御
馳
走
の
。
連
謡
の
声

（
忠
十
五
ウ
４
）、﹇
06
﹈
若
狭
助
は
兼
て
待
ツ

師
直
遅
し
と
御
殿
の
内
。（
忠
十
七
ウ
３
）、

﹇
07
﹈塩
冶
判
官
。御
前
へ
通
る
長
廊
下
。（
忠

十
八
ウ
７
）、
／﹇
08
﹈走
帰
つ
て
裏
御
門
。（
忠

廿
ウ
７
）

第
四

来
世
の
忠
義
塩
冶
館
の
段
（
天

源
・
紙
与
・
加
清
・

竹
清
、
久
栄
堂
）

塩
谷
館
判
官
切

腹
の
段

／
塩
谷
館
明
渡

し
の
段

〈
３
月
14
日
〉
⑨
鎌
倉
山
の
八
重
九
重
色
々
桜
。花
籠
に
。

生
ら
る
ゝ
花
よ
り
も
。（
忠
廿
三
オ
４
）、

⑩
明
暮
築
山
の
花
ざ
か
り
御
ら
う
じ
て
。

御
機
嫌
の
よ
い
お
顔
ば
せ
。
そ
れ
故
に
自

も
お
慰
に
指
上
ふ
と
。
名
有
桜
を
取
寄
て

見
や
る
通
の
花
拵
へ
。（
忠
廿
三
ウ
２
）

﹇
09
﹈
塩
冶
判
官
閉
居
に
よ
つ
て
扇
が
谷
の

上
屋
敷
。（
忠
廿
三
オ
２
）、﹇
10
﹈
柳
の
間
の

廊
下
を
伝
ひ
（
忠
廿
三
オ
５
）、
／
﹇
11
﹈
名

残
お
し
げ
に
見
返
り
。
〳
〵
御
門
外
へ
立

出
れ
ば
。（
忠
廿
九
ウ
７
）

第
五

恩
愛
の
二
玉
恩
愛
の
二
玉
（
天

源
・
加
清
）

山
崎
街
道
出
合

の
段

／
山
崎
街
道
二

つ
玉
の
段

６
月
29
日

⑪
誰
水
無
月
と
白
雨
の
。（
忠
三
十
ウ
４
）﹇
12
﹈
山
崎
の
辺
に
近
き
侘
住
居
。
早
の
勘

平
若
気
の
誤
り
世
渡
る
堅
姓
細
道
伝
ひ
。

此
山
中
の
鹿
猿
を
打
て
商
ふ
種
が
島
も
。

（
忠
三
十
ウ
２
）、﹇
13
﹈
ム
ヽ
此
街
道
は
無
用
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心
と
（
忠
三
十
ウ
７
）、﹇
14
﹈
我
等
は
此
辺

の
狩
人
な
る
が
。（
忠
三
十
一
オ
２
）、﹇
15
﹈

此
山
崎
の
渉
場
を
（
忠
三
十
三
オ
３
）、﹇
16
﹈

身
の
置
所
白
浪
や
此
街
道
の
夜
働
き
。（
忠

三
十
三
ウ
１
）

第
六

財
布
の
連
判
財
布
の
連
判
（
天

源
・
紙
与
・
加
清
・

竹
清
）、

勘
平
腹
切
の
段

（
久
栄
堂
）

勘
平
住
家
身
売

り
の
段

／
勘
平
住
家
腹

切
の
段

７
月
１
日

⑫
麦
か
つ
音
の
在
郷
歌
。（
忠
三
十
七
オ
３
）、

⑬
在
所
は
ど
こ
も
か
も
麦
秋
時
分
で
い
そ

が
し
い
。（
忠
三
十
七
ウ
１
）、
⑭
扨
夕
べ
は

是
の
親
仁
殿
も
い
か
ゐ
大
義
。
別
条
な
う

戻
ら
れ
ま
し
た
か
。（
忠
三
十
八
ウ
２
）、
⑮

是
の
親
仁
が
い
は
る
ゝ
に
は
。
今
夜
中
に

渡
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
金
あ
れ
ば
。
今
晩
証
文

を
認
め
。
百
両
の
金
子
お
借
な
さ
れ
て
下

さ
れ
と
。
涙
を
こ
ぼ
し
て
の
頼
故
。
証
文

の
上
で
半
金
渡
し
。
残
り
は
奉
公
人
と
引

か
へ
の
契
約
。
何
が
其
五
十
両
渡
す
と
悦

ん
で
戴
。
ほ
た
〳
〵
い
ふ
て
戻
ら
れ
た
は

も
ふ
四
ツ
で
も
有
ふ
か
い
。（
忠
三
十
八
ウ

５
）、
⑯
夕
べ
親
仁
殿
に
半
金
渡
し
。
跡

金
の
五
十
両
と
引
か
へ
に
。
娘
を
連
て
い

の
ふ
と
い
ふ
て
な
れ
ど
。（
忠
四
十
オ
７
）、

⑰
扨
は
夕
べ
鉄
鉋
で
打
殺
し
た
は
舅
で
有

た
か
。（
忠
四
十
一
オ
４
）、
⑱
夜
前
弥
五
郎

殿
の
御
目
に
か
ゝ
り
。
別
れ
て
帰
る
く
ら

﹇
17
﹈
所
も
名
に
お
ふ
山
崎
の
小
百
性
。
与

市
兵
衛
が
垣
生
の
住
家
。
今
は
早
の
勘
平

が
。
浪
々
の
身
の
隠
れ
里
。（
忠
三
十
七
オ
３
）
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ま
ぎ
れ
山
越
猪
に
出
合
。
二
ツ
玉
に
て
打

留
。
か
け
よ
つ
て
さ
ぐ
り
見
れ
ば
猪
に
は

あ
ら
で
旅
人
。
な
む
三
宝
過
た
り
。
薬
は

な
き
か
と
懐
中
を
さ
が
し
見
れ
ば
。
財
布

に
入
た
る
此
金
。
道
な
ら
ぬ
事
な
れ
共
天

よ
り
我
に
あ
た
ふ
る
金
と
。
す
ぐ
に
は
せ

行
弥
五
郎
殿
に
彼
金
を
渡
し
。
立
帰
つ
て

様
子
を
聞
ば
。
打
と
め
た
る
は
我
舅
。（
忠

四
十
六
オ
６
）

第
七

大
尽
の
鈷
刀
大
尽
の
鈷
刀
（
天

源
・
紙
与
・
加
清
）、

一
力
茶
屋
の
段

（
久
栄
堂
）

祇
園
一
力
茶
屋

の
段

〈
11
月
13
日
〉
⑲
由
良
様
は
三
日
以
来
呑
続
け
。（
忠
五
十

ウ
２
）、
⑳
其
方
は
宿
へ
帰
り
。
夜
の
内

に
迎
の
駕
い
け
〳
〵
。（
忠
五
十
四
オ
２
）、

㉑
コ
レ
由
良
助
殿
。
明
日
は
主
君
塩
冶
判

官
の
御
命
日
。
取
わ
け
逮
夜
が
大
切
と
申

が
。
見
事
其
肴
貴
殿
は
喰
か
。（
忠
五
十
五

オ
５
）、
㉒
炉
の
炭
も
つ
い
で
お
き
や
。（
忠

五
十
六
ウ
５
）、
㉓
親
与
市
兵
衛
殿
は
六
月

廿
九
日
の
夜
。
人
に
切
れ
て
お
果
な
さ
れ

た
。（
忠
六
十
オ
２
）、
㉔
取
わ
け
今
宵
は

殿
の
逮
夜
。（
忠
六
十
二
オ
３
）

﹇
18
﹈
是
が
由
良
助
殿
の
遊
び
茶
屋
。
一
力

と
申
の
で
ご
ざ
る
。（
忠
五
十
オ
３
）

第
八

道
行
旅

路
の
嫁

入

旅
路
の
嫁
入
道
行
旅
路
の
嫁
入

（
天
源
・
加
清
）

道
行
旅
路
の
嫁

入

〈
到
着
は

11
月
13
日
〉
㉕
雪
の
は
だ
へ
も
。
さ
む
空
は
。
寒
紅
梅

の
色
そ
ひ
て
（
忠
道
一
オ
７
）、
㉖
空
の
あ

ら
れ
に
笠
覆
ひ
（
忠
道
二
ウ
３
）

〈
駿
河
〉
こ
ゞ
ゑ
坂
。
さ
つ
た
峠
に
。（
忠
道

一
オ
７
）、
三
保
の
松
原
（
同
ウ
２
）、
す
る

が
の
府
中
過
。
城
下
。
過
れ
ば
（
同
ウ
４
）、

鞠
子
川
。
う
つ
の
山
辺
の
（
同
ウ
６
）、
せ
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と
の
染
飯（
同
ウ
７
）、
案
じ
て
胸
も
大
井
川
。

（
忠
道
二
オ
１
）、
島
田
の
う
さ
は
ら
し
。（
同

オ
２
）、〈
遠
江
〉人
し
ら
す
か
の
橋
越
て〈
三

河
〉行
ば
吉
田
や
赤
坂
の
。（
同
オ
）、〈
尾
張
〉

よ
い
吉
相
に
な
る
み
が
た
。
あ
つ
た
の
社

あ
れ
か
と
よ
。七
里
の
渡
し
帆
を
上
。て（
同

オ
７
）、〈
伊
勢
〉庄
野
亀
山
せ
き
と
む
る
。（
同

ウ
４
）、
鈴
鹿
こ
へ
。
間
の
〈
近
江
〉
土
山
。

雨
が
ふ
る
水
口
の
葉
に
。
い
ひ
は
や
す
石

部
石
場
で
（
同
ウ
５
）、
や
が
て
大
津
や
三

井
寺
の
。
麓
を
〈
山
城
〉
越
て
山
科
へ
程

な
き
。
里
へ
〽
い
そ
き
ゆ
く
（
同
ウ
６
）

第
九

山
科
の
雪
転
山
科
の
雪
転
（
天

源
・
紙
与
・
加
清
・

竹
清
）、

山
科
隠
家
の
段

（
久
栄
堂
）

山
科
雪
転
し
の

段／
山
科
閑
居
の

段

〈
11
月
14
日
〉
㉗
祇
園
の
茶
屋
に
き
の
ふ
か
ら
雪
の
夜
明

ケ
し
朝
戻
り
。（
忠
六
十
五
オ
３
）、
／
㉘
当

春
鶴
が
岡
造
営
の
砌
。主
人
桃
井
若
狭
助
。

高
師
直
に
恥
し
め
ら
れ
。以
の
外
の
憤
り
。

某
を
蜜
に
召
れ
ま
つ
か
う
〳
〵
の
物
語
。

明
日
御
殿
に
て
出
く
は
せ
。
一
刀
に
討
留

る
と
思
ひ
詰
た
る
御
顔
色
。（
忠
七
十
四
ウ

７
）、
㉙
相
手
か
は
つ
て
塩
冶
殿
の
。
難

義
と
成
た
は
則
其
日
。（
忠
七
十
五
オ
６
）、

㉚
女
房
娘
を
先
へ
登
し
。
媚
諂
ひ
し
を
身

の
科
に
お
暇
を
願
ふ
て
な
。
道
を
か
へ
て

そ
ち
達
よ
り
二
日
前
に
京
着
。
若
い
お
り

﹇
19
﹈
風
雅
で
も
な
く
。
し
や
れ
で
な
く
。

し
や
う
事
な
し
の
山
科
に
。
由
良
助
が
侘

住
居
。（
忠
六
十
五
オ
２
）、﹇
20
﹈
人
の
心
の

奥
深
き
山
科
の
隠
家
を
。（
忠
六
十
七
オ
２
）
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の
遊
芸
が
役
に
た
つ
た
四
日
の
内
。
こ
な

た
の
所
存
を
見
ぬ
い
た
本
蔵
。（
忠
七
十
五

ウ
１
）、
㉛
山
科
に
有
事
隠
れ
な
き
由
良

助
。
人
数
集
め
は
人
目
有
。
一
先
堺
へ
下

つ
て
後
あ
れ
か
ら
直
に
発
足
せ
ん
。
其
方

は
母
嫁
と
な
せ
殿
諸
共
に
。
跡
の
片
付
諸

事
万
事
何
も
か
も
。心
残
り
の
な
き
様
に
。

ナ
。
ナ
。
コ
リ
ヤ
。
あ
す
の
夜
舟
に
下
る

べ
し
。（
忠
七
十
八
オ
５
）

第
十

発
足
の
櫛
笄
天
河
屋
の
段
（
天

源
・
加
清
）

〈
11
月
中
旬
〉
㉜
月
の
曇
に
か
げ
隠
す
隣
家
も
寝
入
亥
の

刻
過
。（
忠
八
十
三
オ
５
）、
㉝
由
良
助
取
あ

へ
ず
。
今
晩
鎌
倉
へ
出
立
。
本
望
遂
る
も

百
日
は
過
す
ま
じ
。（
忠
八
十
七
オ
２
）、
㉞

其
髪
の
延
る
間
も
凡
百
日
。
我
々
本
望
遂

る
も
百
日
は
過
さ
じ
。
討
終
せ
た
後
目
出

度
祝
言
。（
忠
九
十
一
ウ
７
）

﹇
21
﹈
三
国
一
の
大
湊
。
堺
と
い
ふ
て
人
の

気
も
賢
き
町
に
疵
も
な
き
。
天
河
屋
の
義

平
と
て
金
か
ら
金
を
設
溜
。
見
か
け
は
軽

く
内
証
は
重
い
暮
に
重
荷
を
ば
。
手
づ
か

ら
見
世
で
し
め
く
ゝ
り
（
忠
七
十
九
オ
２
）

第
十
一
合
印
の
忍
兜
義
士
夜
討
段
（
天

源
・
加
清
）

〈
12
月
14
日
〉
㉟
父
が
教
へ
し
雪
折
は
。
爰
ぞ
と
下
知
し

て
丸
竹
に
絃
を
か
け
た
を
雨
戸
の
鴨
居
。

敷
居
に
は
さ
ん
で
一
時
に
（
忠
九
十
四
ウ

３
）、
㊱
夜
着
蒲
団
の
あ
た
ゝ
ま
り
。
此

寒
夜
に
さ
め
ざ
る
は
（
忠
九
十
五
六
ウ
７
）

﹇
22
﹈
塩
冶
判
官
高
定
の
家
臣
。
大
星
由
良

助
是
を
守
つ
て
。
既
に
一
味
の
勇
士
四
十

余
騎
猟
船
に
取
乗
て
。
苫
ふ
か
〴
〵
と
稲

村
が
崎
の
油
断
を
頼
に
て
。
岸
の
岩
根
に

漕
寄
て
。
先
一
番
に
打
上
る
は
。
大
星
由

良
助
義
金
。（
忠
九
十
二
ウ
６
）、﹇
23
﹈
矢
間

千
崎
小
寺
の
面
々
。
躮
力
弥
を
始
と
し
表

門
よ
り
入
〳
〵
〳
〵
。
郷
右
衛
門
と
某
は
。
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ま
た
七
段
目
は
、
斧
九
太
夫
の
詞
㉑
「
明
日
は
主
君
塩
冶
判
官
の
御
命
日
。

取
わ
け
逮
夜
が
大
切
」、
由
良
助
の
詞
㉔
「
取
わ
け
今
宵
は
殿
の
逮
夜
。」
に
あ

る
通
り
、
塩
谷
判
官
の
逮
夜
、
月
命
日
の
前
夜
で
あ
る
。
四
段
目
を
史
実
に
同

じ
三
月
十
四
日
と
設
定
す
る
も
の
と
解
釈
し
た
が
、
こ
れ
に
伴
い
、
七
段
目
は

十
三
日
の
夜
と
考
え
る
こ
と
と
な
る
。
炉
開
き
と
の
関
連
か
ら
十
月
は
該
当
し

な
い
の
で
、
十
一
月
の
十
三
日
と
推
定
す
る
。

　

第
八
「
道
行
旅
路
の
嫁
入
」
は
、
㉕
「
雪
」「
さ
む
空
」「
寒
紅
梅
」、
㉖
「
あ

ら
れ
」
と
あ
る
の
で
、
季
節
は
冬
。
鎌
倉
を
発
っ
て
、
山
科
へ
向
か
う
ま
で
の

行
程
を
描
く
の
で
、
最
終
的
に
「
山
科
へ
程
な
き
。
里
へ
」
到
着
す
る
日
に
限

っ
て
考
え
る
と
、
後
述
す
る
理
由
か
ら
十
一
月
十
三
日
と
推
考
す
る
。

　

と
な
せ
・
小
浪
母
娘
の
京
都
到
着
に
つ
い
て
、
九
段
目
で
加
古
川
本
蔵
は
㉚

「
そ
ち
達
よ
り
二
日
前
に
京
着
。」
と
述
べ
る
。
本
蔵
は
自
身
の
京
都
滞
在
を
㉚

「
役
に
た
つ
た
四
日
の
内
。」
と
振
り
返
る
こ
と
か
ら
、
本
蔵
は
九
段
目
の
四
日

前
に
到
着
し
た
と
理
解
で
き
る
。

　

第
九
「
山
科
の
雪
転
」
は
、
十
一
月
十
四
日
だ
と
筆
者
は
解
釈
す
る
。
九
段

目
は
、
す
な
わ
ち
七
段
目
で
九
太
夫
が
い
う
㉑
「
明
日
は
主
君
塩
冶
判
官
の
御

命
日
。」、
十
一
月
の
月
命
日
・
十
四
日
そ
の
日
と
捉
え
る
の
で
あ
る
。

　

本
蔵
は
「
主
君
の
命
日
に
は
由
良
助
は
在
宅
し
て
、
そ
の
冥
福
を
祈
る
は
ず

だ
と
考
え
た
」
と
解
釈
す
る
の
で
あ
る
。
同
時
に
「
妻
娘
に
由
良
助
宅
を
訪
問

す
べ
き
日
を
十
一
月
十
四
日
と
指
定
し
て
送
り
出
し
た
」
と
解
釈
す
る
こ
と
と

裏
門
よ
り
込
入
て
。（
忠
九
十
三
ウ
５
）、

﹇
24
﹈
館
を
遥
に
睨
付
裏
と
表
へ
。
別
れ
行

（
忠
九
十
三
ウ
７
）、
／
﹇
25
﹈
高
武
蔵
守
師

直
は
。
由
良
助
が
放
埒
に
心
も
ゆ
る
む
油

断
酒
。（
忠
九
十
三
ウ
７
）、﹇
26
﹈
表
門
に
忍

び
寄
内
の
様
子
を
窺
へ
ば
。（
忠
九
十
四
オ

４
）、
／
﹇
27
﹈
北
隣
は
仁
木
播
磨
守
南
隣

は
石
堂
右
馬
之
丞
。（
忠
九
十
五
六
オ
２
）、

﹇
28
﹈
表
の
方
が
気
づ
か
は
し
と
（
忠
九
十
七

オ
１
）、﹇
29
﹈
ヤ
ア
〳
〵
大
星
。
今
表
門
よ

り
責
か
け
た
は
。
師
直
か
弟
師
安
。
此
所

で
腹
切
て
は
。
敵
に
恐
れ
し
と
後
代
迄
の

譏
。
塩
冶
殿
の
御
菩
提
所
光
明
寺
へ
立
退

べ
し
と
。（
忠
九
十
九
オ
２
）
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な
る
。こ
の
よ
う
に
解
釈
す
る
な
ら
ば
、本
蔵
の
京
都
到
着
は
十
一
月
十
一
日
、

と
な
せ
・
小
浪
の
到
着
は
十
一
月
十
三
日
（
本
蔵
到
着
の
二
日
後
）、
十
一
月
十
四

日
・
九
段
目
の
当
日
が
本
蔵
の
京
都
滞
在
四
日
目
と
な
っ
て
、「
役
に
た
つ
た

四
日
の
内
。」
と
理
解
出
来
よ
う
。

　

第
十
「
発
足
の
櫛
笄
」
は
、
九
段
目
の
段
切
で
の
由
良
助
の
詞
に
㉛
「
あ
す

の
夜
舟
に
下
る
べ
し
。」
と
命
じ
ら
れ
た
力
弥
が
既
に
堺
に
到
着
し
て
い
る
の

で
、
十
一
月
十
五
日
以
降
と
な
る
。
た
だ
し
十
段
目
の
由
良
助
の
詞
に
、「
猶

跡
荷
物
の
義
。
早
飛
脚
を
以
お
頼
申
。」（
忠
九
十
一
オ
３
）
と
あ
っ
て
、
堺
と
鎌

倉
の
間
で
の
状
通
を
予
告
す
る
の
で
、
十
段
目
と
十
一
段
目
の
間
に
は
余
裕
が

あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
十
一
月
中
旬
と
し
て
構
想
し
た
も
の
か
と
推

考
す
る
。

　

第
十
一
「
合
印
の
忍
兜
」
は
、
作
中
に
特
定
し
得
る
の
は
㉟
「
父
が
教
へ
し

雪
折
」、
㊱
「
寒
夜
」
か
ら
、
冬
で
あ
る
と
い
う
ば
か
り
で
あ
る
が
、
三
段
目

と
同
様
に
、
史
実
の
討
入
の
日
、
十
二
月
十
四
日
を
暗
示
す
る
工
夫
な
の
だ
と

筆
者
は
考
え
る
。

　

史
実
の
「
赤
穂
事
件
」
で
は
、
殿
中
刃
傷
か
ら
討
入
ま
で
は
一
年
十
ヶ
月
を

経
る
が
、
本
作
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
の
場
合
は
、
途
中
に
越
年
し
た
と
述
べ

る
箇
所
は
な
く
、
ま
た
年
を
跨
い
だ
と
解
釈
す
べ
き
事
象
も
見
受
け
ら
れ
な
い

の
で
、
暦
応
元
年
の
二
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
出
来
事
と
し
て
脚
色
し
た
も
の

と
理
解
で
き
る（

９
）。

季
節
で
い
う
と
大
序
か
ら
四
段
目
ま
で
が
春
、
五
段
目
が
夏

の
終
わ
り
、
六
段
目
が
秋
の
初
め
、
七
段
目
か
ら
十
一
段
目
ま
で
が
冬
、
と
な

る
。
な
お
時
間
設
定
を
一
年
の
枠
組
み
に
凝
縮
し
て
示
す
こ
と
は
、
時
代
物
の

浄
瑠
璃
本
に
お
い
て
は
一
般
的
な
手
法
と
理
解
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
作
中
時
間
設
定
を
追
究
し
て
新
た
に
気
付
く
こ
と

　

前
節
に
述
べ
る
、『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
の
作
中
の
時
間
設
定
に
つ
い
て
説

明
の
補
足
を
し
つ
つ
、
新
た
に
気
付
く
点
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

　

第
一
に
六
段
目
「
財
布
の
連
判
」
に
は
矛
盾
が
あ
る
。
⑫
「
麦
か
つ
音
の
在

郷
歌
。」は
麦
の
収
穫
で
村
中
か
ら
聞
こ
え
る
労
働
歌
で
あ
り
、老
母
の
詞
⑬「
在

所
は
ど
こ
も
か
も
麦
秋
時
分
で
い
そ
が
し
い
。」
は
い
ま
が
麦
秋
で
あ
る
こ
と

を
示
す
が
、
麦
秋
と
は
夏
・
陰
暦
四
月
の
季
語
で
あ
る
。
し
か
し
五
段
目
「
恩

愛
の
二
玉
」
は
、
平
右
衛
門
の
詞
㉓
「
親
与
市
兵
衛
殿
は
六
月
廿
九
日
の
夜
。

人
に
切
れ
て
お
果
な
さ
れ
た
。」
に
拠
っ
て
六
月
二
十
九
日
で
あ
る
こ
と
は
動

か
ず
、
そ
の
翌
日
は
大
の
月
な
ら
六
月
の
晦
日
、
小
の
月
で
は
七
月
一
日
で
あ

る
の
で
、
⑫
⑬
の
麦
秋
四
月
と
い
う
設
定
は
矛
盾
す
る
の
で
あ
る）

10
（

。

　

六
段
目
に
至
る
ま
で
に
は
、
四
段
目
・
塩
冶
館
で
由
良
助
が「
当
所
を
立
退
。

都
山
科
に
て
再
会
し
。
胸
中
残
さ
ず
打
明
て
。
評
義
を
し
め
ん
」（
忠
廿
九
ウ
２
）

と
予
告
し
た
会
議
が
あ
り
、
そ
の
の
ち
帰
参
を
望
ん
だ
早
野
勘
平
が
「
蜜
に
様

子
を
承
は
れ
ば
。
由
良
殿
御
親
子
郷
右
衛
門
殿
を
始
め
と
し
て
。
故
殿
の
鬱
憤

散
ぜ
ん
為
。
寄
々
の
思
召
立
有
と
の
噂
。」（
忠
三
十
一
ウ
４
）
を
ど
こ
か
ら
か
聞

き
込
ん
で
く
る
よ
う
な
状
況
が
生
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
の
出
来
事
が
、
三
月
十
四

日
の
四
段
目
の
あ
と
、
⑫
⑬
の
麦
秋
四
月
ま
で
に
進
展
し
た
と
す
る
の
は
無
理

が
あ
ろ
う）

11
（

。
こ
の
た
め
⑫
⑬
に
つ
い
て
は
除
外
し
て
、
月
日
を
推
定
し
た
。

　

物
語
の
展
開
を
み
る
。
五
段
目
で
「
御
企
の
連
判
に
御
加
へ
下
さ
ら
ば
」
と

願
う
勘
平
に
対
し
て
、千
崎
弥
五
郎
は
企
て
の
存
在
を
一
旦
は
否
定
し
つ
つ
も
、

先
君
の
御
廟
所
へ
。
御
石
牌
を
建
立
せ
ん
と
の
催
し
。
併
我
々
迚
も
浪
人

の
身
の
上
。
是
こ
そ
塩
冶
判
官
殿
の
御
石
塔
と
。
末
の
世
迄
も
人
の
口
の

端
に
か
ゝ
る
物
故
。
御
用
金
を
集
る
其
御
使
。
先
君
の
御
恩
を
思
ふ
人
を
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撰
出
す
為
。
わ
ざ
と
大
事
を
明
さ
れ
ず
。
先
君
の
御
恩
を
思
は
ゞ
ナ
ヽ
。

合
点
か
〳
〵
と
。
石
牌
に
な
ぞ
ら
へ
大
星
の
。
工
を
よ
そ
に
し
ら
せ
し
は
。

げ
に
傍
輩
の
よ
し
み
な
り
。（
忠
三
十
一
オ
４
）

と
秘
密
を
全
部
明
か
し
て
し
ま
う
。
由
良
助
の
企
て
が
漏
洩
す
る
の
は
、
実
は

弥
五
郎
の
軽
率
さ
に
よ
る
も
の
で
あ
る）

12
（

。

　

七
段
目
で
、由
良
助
が
塩
冶
判
官
の
逮
夜
に
祇
園
町
の「
名
有
色
達
を
掴
込
。」

（
忠
四
十
九
オ
７
）
ん
で
大
酒
宴
を
催
す）

13
（

目
的
は
「
敵
へ
聞
す
る
計
略
」（
忠
五
十

ウ
４
）
な
の
だ
が
、
そ
も
そ
も
遊
興
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た

│
敵
討
の
意

志
を
否
定
し
て
み
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た

│
理
由
は
、「
先
君
の
御
恩
を

思
ふ
人
を
撰
出
す
」勧
誘
の
過
程
で
秘
密
が
漏
洩
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

七
段
目
で
由
良
助
の
本
心
を
疑
う
、
い
わ
ゆ
る
三
人
侍
は
、「
矢
間
十
太
郎
。

千
崎
弥
五
郎
。
竹
森
喜
多
八
」（
忠
五
十
オ
６
）
で
あ
る
が
、
秘
密
の
漏
洩
者
で

あ
る
弥
五
郎
自
身
が「
い
か
ふ
遊
び
に
実
が
入
過
ま
し
て
。合
点
が
ま
い
ら
ぬ
。」

（
忠
五
十
ウ
４
）
と
由
良
助
を
疑
う
。

　

七
段
目
で
は
三
人
侍
に
同
じ
く
、
斧
九
太
夫
も
来
合
わ
せ
る
。
同
日
と
な
る

の
は
偶
然
で
な
く
、
こ
の
日
が
㉑
「
明
日
は
主
君
塩
冶
判
官
の
御
命
日
。
取
わ

け
逮
夜
が
大
切
」
で
あ
る
か
ら
。
逮
夜
に
由
良
助
が
ど
う
振
る
舞
う
の
か
を
見

定
め
る
こ
と
で
、
彼
の
本
心
を
見
抜
く
こ
と
が
出
来
る
た
め
で
あ
っ
た
。

　

こ
こ
に
も
う
ひ
と
り
七
段
目
で
由
良
助
の
挙
動
を
窺
っ
た
人
物
が
あ
っ
た
と

い
う
の
が
新
た
に
気
付
く
点
で
、
そ
れ
は
虚
無
僧
姿
の
加
古
川
本
蔵

│
た
だ

し
舞
台
上
に
は
登
場
し
な
い

│
で
あ
る
。

　

本
蔵
の
京
都
滞
在
が
四
日
間
で
あ
る
こ
と
は
、
七
段
目
で
由
良
助
の
一
力
茶

屋
で
の
遊
興
が
⑲
「
由
良
様
は
三
日
以
来
呑
続
け
。」
と
さ
れ
た
こ
と
と
関
連

す
る
。
本
蔵
は
、
由
良
助
の
三
日
間
の
遊
興
の
そ
の
一
部
始
終
を
見
届
け
て
い

た
の
で
あ
る
。

　

同
志
・
三
人
侍
も
敵
・
九
太
夫
も
、
遊
興
の
三
日
目
最
終
日
・
塩
冶
判
官
の

逮
夜
を
利
用
し
て
由
良
助
の
真
意
を
見
抜
こ
う
と
図
る
が
、
加
古
川
本
蔵
だ
け

が
、
由
良
助
の
計
略
の
全
貌
を
予
想
し
て

│
鎌
倉
の
桃
井
家
を
去
っ
て
来
る

の
で
あ
る
か
ら
、
京
都
に
到
着
す
る
以
前
に
由
良
助
の
行
動
を
予
測
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る

│
、
遊
興
の
一
日
目
か
ら
ず
っ
と
見
守
っ
て
い
た
、
と
作
者

は
物
語
の
背
景
に
書
き
込
ん
で
い
る
。
こ
の
点
を
以
て
、
本
蔵
を
由
良
助
の
真

の
理
解
者
と
し
て
作
者
は
造
型
し
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

新
た
に
気
付
く
第
三
の
点
は
、
山
科
に
降
っ
た
雪
に
つ
い
て
で
あ
る
。
七
段

目
と
九
段
目
を
連
続
す
る
二
日
間
・
前
日
翌
日
の
関
係
と
捉
え
る
と
、
七
段
目

に
は
無
か
っ
た
雪
が
、一
夜
の
内
に
九
段
目
に
降
っ
た
と
考
え
る
こ
と
と
な
る
。

　

九
段
目
で
由
良
助
は
、
徒
歩
で
帰
宅
し
た
。
前
夜
に
七
段
目
で
力
弥
へ
命
じ

た
「
其
方
は
宿
へ
帰
り
。
夜
の
内
に
迎
の
駕
」（
忠
五
十
四
オ
２
）
の
行
方
が
気

に
な
る
が
、
駕
籠
は
身
請
し
た
お
か
る
を
乗
せ
て
し
か
る
べ
き
方
へ
送
っ
た
も

の
で
あ
ろ
う）

14
（

。

　

九
段
目
の
雪
が
一
夜
の
内
に
降
り
積
も
っ
た
と
捉
え
る
と
、
由
良
助
の
語
る

「
遊
所
よ
り
の
帰
る
さ
。
思
ひ
寄
た
る
前
栽
の
雪
持
竹
。
雨
戸
を
は
づ
す
我
工

夫
。」（
忠
七
十
七
ウ
２
）
は
、
前
々
か
ら
考
え
て
い
た
事
柄
な
の
で
は
な
く
、
当

日
の
朝
に
思
い
付
い
た
頓
智
で
あ
っ
た
、
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
も
そ
も
討
入
の
当
夜
に
、
鎌
倉
の
師
直
屋
敷
に
雪
が
あ
る
と
は
限
ら
ず
、

雪
を
前
提
と
し
た
対
策
・
方
法
だ
け
で
は
、
不
充
分
で
あ
ろ
う

│
結
果
的
に

は
史
実
の
通
り
の
雪
の
夜
で
あ
る
た
め
、
雪
持
竹
の
計
略
が
応
用
で
き
た
の
で

あ
る
が

│
。
し
か
る
に
本
蔵
が
「
く
る
し
さ
打
忘
れ
ハ
ヽ
ア
し
た
り
〳
〵
。

計
略
と
い
ひ
義
心
と
い
ひ
。
か
ほ
ど
の
家
来
を
持
な
が
ら
」（
忠
七
十
七
ウ
７
）と
、

苦
し
い
息
の
下
で
過
剰
な
ほ
ど
に
絶
賛
す
る
の
は
、
本
蔵
自
身
も
雪
が
一
夜
に

積
も
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
て
、
雨
戸
を
外
す
工
夫
を
由
良
助
が
思
い
付
い
た
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の
は
今
朝
だ
と
直
ち
に
理
解
す
る
か
ら
だ

│
四
日
間
の
天
候
を
肌
身
で
感
じ

て
い
る
か
ら

│
と
筆
者
は
推
考
す
る
。
由
良
助
の
智
力
な
ら
ば
臨
機
応
変
に

切
り
抜
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
と
本
蔵
は
確
信
で
き
た
こ
と
の
喜
び
が
、
右
の
讃

辞
な
の
だ
と
解
釈
す
る
の
で
あ
る
。

三
、
先
行
作
と
異
な
る
独
自
の
構
想

　

本
節
で
は
、赤
穂
事
件
を
描
い
た
浄
瑠
璃
本
の
先
行
作
と
の
比
較
を
通
し
て
、

『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
の
独
自
の
構
想
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

　

31
頁
に
掲
げ
る「
表
２　
「
忠
臣
蔵
」物
の
浄
瑠
璃
本
の
各
種
設
定
一
覧
」に
、

世
界
設
定
や
主
要
な
人
物
・
月
日
な
ど
に
つ
い
て
の
作
中
の
設
定
を
書
き
出
し

た
の
で
、
適
宜
参
照
さ
れ
た
い
。

　

第
一
に
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
は
、
刃
傷
事
件
を
史
実
に
同
じ
三
月
の
出
来

事
と
し
て
脚
色
し
た
最
初
の
作
品
で
あ
っ
た
。

　

近
松
作
『
兼
好
法
師
物
見
車
』
で
は
、
刃
傷
事
件
に
相
当
す
る
場
面
は
、
上

之
巻
・
京
都
清
水
寺
に
高
師
直
が
催
す
涼
み
の
会
で
、
劇
中
劇
「
和
田
酒
盛
」

の
一
場
面
に
、
曾
我
五
郎
役
の
塩
冶
判
官
が
和
田
義
盛
役
の
高
師
直
に
乗
り
か

か
る
姿
と
し
て
描
く
。
月
日
は
「
こ
ろ
は
み
な
月
十
日
余
り
」
と
あ
っ
て
、
六

月
中
旬
、
季
節
は
夏
で
あ
る
。
海
音
作
『
鬼
鹿
毛
無
佐
志
鐙
』・
宗
助
作
『
忠

臣
金
短
冊
』
は
と
も
に
初
段
・
鎌
倉
足
利
政
知
の
御
殿
で
、
小
栗
判
官
が
横
山

郡
司
へ
刃
傷
に
及
ぶ
。
両
作
と
も
月
日
は
不
明
で
、『
鬼
鹿
毛
無
佐
志
鐙
』
は

季
節
も
不
明
、『
忠
臣
金
短
冊
』
の
季
節
は
春
で
あ
る
。

　

次
に
討
入
に
つ
い
て
み
る
。
近
松
作
『
碁
盤
太
平
記
』
は
、
鎌
倉
の
師
直
屋

敷
を
襲
う
の
は
「
文
和
三
年
そ
ら
さ
へ
て
冬
も
な
か
ば
」、
仲
冬
・
十
一
月
の

某
日
と
い
う
設
定
で
あ
る
。

　
『
鬼
鹿
毛
無
佐
志
鐙
』で
は
、横
山
の
屋
敷
の
所
在
地
は
明
示
さ
れ
ぬ
も
の
の
、

第
三
で
片
桐
源
五
が
「
奉
公
の
口
あ
つ
て
東
国
へ
下
り
ま
す
。」
と
語
る
こ
と

か
ら
、
や
は
り
敵
の
屋
敷
は
、
鎌
倉
に
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
討
入
は
第

五
で
、「
比
は
極
月
す
へ
つ
か
た
」、
十
二
月
の
末
と
い
う
設
定
で
あ
る
。

　
『
忠
臣
金
短
冊
』
で
は
、
横
山
の
館
を
鎌
倉
桐
が
谷
と
明
記
す
る
が
、
季
節

は
冬
と
知
ら
れ
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　

刃
傷
と
討
入
の
設
定
を
み
る
と
、
史
実
を
避
け
、
敢
え
て
ず
ら
し
て
い
た
初

期
の
段
階
（『
兼
好
法
師
物
見
車
』『
碁
盤
太
平
記
』『
鬼
鹿
毛
無
佐
志
鐙
』）
か
ら
、
次

の
『
忠
臣
金
短
冊
』
の
段
階
で
は
月
日
を
朧
化
し
て
、
刃
傷
の
季
節
を
春
、
討

入
の
季
節
を
冬
、
と
す
る
こ
と
で
史
実
と
の
連
絡
を
図
っ
た
も
の
と
理
解
で
き

る
。『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
は
『
忠
臣
金
短
冊
』
の
方
法
を
踏
襲
し
て
、
討
入

の
季
節
に
つ
い
て
は
冬
と
明
記
す
る
に
留
め
、
刃
傷
に
つ
い
て
は
も
う
一
歩
進

ん
で
「
三
月
」
と
ま
で
踏
み
込
ん
だ
点
に
冒
険
が
あ
っ
た
と
評
価
し
た
い）

15
（

。

　

な
お
『
忠
臣
金
短
冊
』
で
赤
穂
浪
士
を
「
金
」
の
文
字
で
表
象
し
た
作
者
と
、

『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
で
六
段
目
に
「
金
」
の
文
字
を
四
十
七
回
書
き
込
ん
で

み
せ
る
作
者
は
、
同
一
人
物
で
あ
ろ
う
。
月
日
の
朧
化
、「
金
」
文
字
で
の
表

象
と
い
う
両
作
の
共
通
点
は
、
並
木
宗
輔
（『
忠
臣
金
短
冊
』
の
並
木
宗
助
、『
仮
名

手
本
忠
臣
蔵
』
の
並
木
千
柳
）
の
工
夫
で
あ
る
と
推
定
す
る）

16
（

。

　

大
序
の
冒
頭
に
①
「
頃
は
暦
応
元
年
二
月
下
旬
。」
と
謳
っ
て
、
二
月
二
十

何
日
の
内
に
二
段
目
・
三
段
目
が
さ
も
進
行
す
る
よ
う
に
誤
誘
導
し
た
上
で
、

さ
り
気
な
く
二
段
目
冒
頭
に
②
「
空
も
弥
生
の
」
と
滑
り
込
ま
せ
て
、
か
つ
大

序
・
二
段
目
・
三
段
目
・
四
段
目
に
つ
い
て
日
付
だ
け
は
決
し
て
明
ら
か
に
述

べ
な
い
な
ど
、
踏
み
込
み
方
は
周
到
だ
と
筆
者
に
は
感
じ
ら
れ
る
。

　

こ
の
細
心
さ
の
一
方
で
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
の
作
者
は
、
刃
傷
の
場
所
を

初
め
て
﹇
07
﹈「
長
廊
下
」（
忠
十
八
ウ
７
）
と
設
定
す
る
冒
険
に
挑
む
。
三
段
目
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は
足
利
直
義
の
新
御
殿
の
、
屋
外
・
西
の
御
門
、
屋
内
・
御
殿
の
長
廊
下
、
屋

外
・
裏
門
へ
と
場
面
を
設
定
す
る
。
西
の
御
門
の
時
刻
⑥「
御
饗
応
の
役
人
衆
。

正
七
ツ
時
の
御
登
城
」
か
ら
、
裏
門
の
段
切
で
は
⑧
「
最
早
明
六
ツ
東
が
し
ら

む
横
雲
に
」
と
あ
る
ま
で
の
一
刻
、
お
よ
そ
二
時
間
の
間
に
進
行
し
た
出
来
事

と
し
て
脚
色
す
る
。三
段
目
冒
頭
・
西
の
御
門
い
わ
ゆ
る
進
物
場
・
文
使
か
ら
、

中
段
・
長
廊
下
い
わ
ゆ
る
喧
嘩
場
へ
の
時
間
経
過
を
印
象
付
け
る
の
が
、
奥
御

殿
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
と
い
う
設
定
の
、
謡
曲
『
高
砂
』
で
あ
る
。

　

お
か
る
登
場
の
直
前
の
、「
奥
の
御
殿
は
御
馳
走
の
。
連
謡
の
声『
播
磨
が
た
。

№
作
品
名

世
界

大
石
内
蔵
助

浅
野
内
匠
頭

吉
良
上
野
介

泉
岳
寺

刃
傷
の
場
所

切
腹
刃
傷
の
日

討
入
の
日

Ⅰ
兼
好
法
師
物
見
車

碁
盤
太
平
記

太
平
記

八
幡
六
郎

大
星
由
良
之
介

塩
冶
判
官

高
師
直

光
明
寺

京
都
清
水
寺
・
舞

台

後
日
六
月
中
旬

十
一
月

Ⅱ
鬼
鹿
毛
無
佐
志
鐙
小
栗
判
官

大
岸
宮
内

小
栗
判
官

横
山
郡
司

藤
沢
寺

鎌
倉
足
利
政
知
の

御
殿
・
座
敷

即
日
未
詳

十
二
月
末

Ⅲ
忠
臣
金
短
冊

小
栗
判
官

大
岸
由
良
之
助

小
栗
判
官

横
山
郡
司

藤
沢
寺

鎌
倉
足
利
政
知
の

浜
御
所
・
大
広
間
即
日
春

冬

Ⅳ
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
太
平
記

大
星
由
良
ノ
助

塩
冶
判
官

高
師
直

光
明
寺

鎌
倉
足
利
直
義
の

御
殿
・
長
廊
下

後
日
三
月

冬

Ⅴ
い
ろ
は
蔵
義
臣
鍪
小
栗
判
官

大
岸
由
良
の
助

小
栗
判
官

横
山
郡
司

藤
沢
寺

鎌
倉
足
利
政
知
の

御
所
・
長
廊
下

即
日
三
月

冬

Ⅵ
太
平
記
忠
臣
講
釈
太
平
記

大
星
由
良
之
助

塩
冶
判
官

高
師
直

光
明
寺

鎌
倉
足
利
直
義
の

御
殿
・
長
廊
下

即
日
三
月
十
五
日

未
詳

一
、
本
表
は
、「
赤
穂
事
件
」
を
脚
色
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
忠
臣
蔵
」
物
の
浄
瑠
璃
本
の
基
本
的
な
設
定
を
一
覧
す
る
こ
と
を
目
的
に
作
成
し
た
。

一
、「
作
品
名
」
は
、
通
し
本
（
大
字
本
初
板
）
の
内
題
を
採
用
し
た
。

一
、「
世
界
」
に
は
、
各
作
品
が
時
代
設
定
と
し
て
利
用
し
た
物
語
を
記
し
た
。

一
、「
大
石
内
蔵
助
」「
浅
野
内
匠
頭
」「
吉
良
上
野
介
」「
泉
岳
寺
」「
刃
傷
の
場
所
」
は
、
史
実
の
名
称
に
該
当
す
る
作
中
の
人
名
・
場
所
名
を
記
し
た
。

一
、「
切
腹
」
に
は
、
浅
野
内
匠
頭
に
該
当
す
る
作
中
人
物
が
切
腹
し
た
日
が
、
刃
傷
の
日
と
同
じ
で
あ
る
か
否
か
を
示
し
た
。

一
、「
刃
傷
の
日
」「
討
入
の
日
」
に
は
、
作
中
に
設
定
す
る
月
日
・
季
節
を
記
し
た
。

表
２　
「
忠
臣
蔵
」
物
の
浄
瑠
璃
本
の
各
種
設
定
一
覧
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高
砂
の
浦
に
着
に
け
り
〳
〵
。』
う
た
ふ
声
々
門
外
へ
。
風
が
持
く
る
」（
忠
十

五
ウ
４
）
と
あ
る
の
は
、『
高
砂
』
の
前
場
冒
頭
の
次
第
が
聞
こ
え
、
い
ま
演
奏

が
始
ま
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
次
に
お
か
る
と
勘
平
の
耳
に
聞
こ
え
た

謡
は
「『
せ
う
こ
ん
に
よ
つ
て
こ
し
を
す
れ
ば
。』」（
忠
十
七
ウ
１
）
と
あ
っ
て
、

こ
れ
は
『
高
砂
』
後
場
の
一
声
の
本
文
「
松
根
に
倚
つ
て
腰
を
摩
れ
ば
」
で
あ

る
。
喧
嘩
場
の
冒
頭
に
は
「
脇
能
過
て
御
楽
屋
に
皷
の
調
太
鼓
の
音
。」（
同
右
）

と
あ
っ
て
、『
高
砂
』
の
演
奏
が
終
わ
っ
た
と
知
ら
れ
る
。

　

謡
曲
『
高
砂
』
自
体
が
、〈
高
砂
の
松
〉〈
相
生
の
松
〉
を
主
題
と
し
た
曲
で

あ
っ
て
、『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
の
作
者
に
は
当
然
、
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
の
松

を
利
用
す
る
意
図
が
あ
ろ
う
。
右
の
一
声
の
本
文
を
ひ
ら
か
な
に
開
く
の
は
筆

禍
を
避
け
る
工
夫
と
考
え
る
が
、﹇
06
﹈「
若
狭
助
は
兼
て
待
」（
忠
十
七
ウ
３
）や
、

「
待
共
し
ら
ぬ
。
師
直
主
従
」（
忠
十
七
ウ
４
）
か
ら
は
音
通
と
し
て
の
「
松　

ま

つ
」
を
連
想
さ
せ
る
こ
と
で
史
実
の
「
松
の
廊
下
」
を
描
い
た
も
の
と
解
釈
で

き
よ
う
。

　

ど
こ
ま
で
も
江
戸
時
代
当
時
の
〈
現
代
〉
を
描
く
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
た
封
建

社
会
に
あ
っ
て
は
、
史
実
そ
の
も
の
を
上
演
す
る
こ
と
は
禁
忌
で
あ
る
。
故
に

こ
そ
、
史
実
の
赤
穂
事
件
を
、
竹
本
座
で
は
「
太
平
記
」（
室
町
幕
府
・
初
代
将
軍

足
利
尊
氏
）、
豊
竹
座
で
は
「
小
栗
判
官
」（
室
町
幕
府
・
八
代
将
軍
足
利
義
政
）、
の

世
界
へ
置
き
換
え
て
脚
色
し
た）

17
（

の
で
あ
る
が
、
そ
の
大
前
提
を
置
い
た
上
で
、

な
お
浄
瑠
璃
本
の
作
者
た
ち
は
ど
う
に
か
し
て
史
実
に
肉
薄
し
よ
う
と
し
た
。

そ
の
試
行
の
あ
と
は
、
刃
傷
と
討
入
の
季
節
・
月
日
の
設
定
の
変
遷
と
し
て
辿

る
こ
と
が
で
き
る
と
筆
者
は
捉
え
る
。
こ
う
し
た
史
実
の
時
・
所
を
具
体
的
に

書
き
込
ん
で
い
く
こ
と
は
実
録
化
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
手
法
で
あ
る
が
、

『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
は
先
行
作
『
忠
臣
金
短
冊
』
の
達
成
の
上
に
、
さ
ら
に

討
入
か
ら
四
十
七
年
目
と
い
う
年
に
お
い
て
、
浅
野
内
匠
頭
の
命
日
で
あ
る
十

四
日
を
初
日
と
す
る
こ
と
で
、
作
品
の
外
側
の
情
報
を
含
め
て
史
実
の
「
赤
穂

事
件
」
の
月
日
を
初
め
て
描
き
込
む
こ
と
に
成
功
し
た
作
品
な
の
だ
、
と
評
価

す
る
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
の
独
自
の
構
想
と
し
て
は
ほ
か
に
、
刃
傷
と
切

腹
を
他
日
に
分
け
た
点
が
あ
る
。
た
だ
し
『
兼
好
法
師
物
見
車
』
で
は
、
上
之

巻
・
清
水
寺
「
和
田
酒
盛
」
で
の
暴
力
的
な
衝
突
の
の
ち
に
、

か
う
の
師
直
よ
こ
し
ま
の
恋
に
い
こ
ん
を
ふ
く
み
。
塩
冶
判
官
ぎ
や
く
し

ん
と
将
ぐ
ん
家
へ
ざ
ん
げ
ん
し
。
討
手
向
へ
ば
我
つ
ま
も
。
し
よ
せ
ん
鎌

倉
に
お
ち
下
り
申
ひ
ら
か
ん
為
。
き
の
ふ
あ
づ
ま
に
お
も
む
き
給
へ
ば
師

直
を
つ
か
け
上
意
と
偽
り
つ
め
ば
ら
き
ら
せ

と
塩
冶
判
官
の
妻
が
語
る
（
中
之
巻
・
兼
好
法
師
の
庵
）
よ
う
に
、
将
軍
家
へ
の

讒
言
、
討
手
、
鎌
倉
へ
退
去
、
途
中
で
切
腹
、
と
い
う
経
過
を
辿
る
の
で
、
清

水
寺
と
同
じ
日
の
出
来
事
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。『
兼
好
法
師
物
見
車
』
は
史

実
の
即
日
切
腹
を
採
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
は
竹
本
座

の
脚
色
方
法
と
し
て
太
平
記
を
選
ぶ
こ
と
と
同
時
に
、
刃
傷
と
切
腹
を
他
日
に

分
け
る
と
い
う
点
も
継
承
し
た
も
の
で
あ
る
。
即
日
切
腹
と
い
う
史
実
を
離
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
主
君
塩
冶
判
官
と
家
老
大
星
由
良
助
が
息
あ
る
内
に
対
面

す
る
と
い
う
劇
を
独
自
に
描
き
得
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
点
は
、
本
誌
の
内
山

美
樹
子
氏
の
御
論
考
に
拠
ら
れ
た
い
。

ま
と
め
に
か
え
て

　

以
上
、『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
の
作
中
時
間
設
定
を
め
ぐ
っ
て
、
一
節
に
は

筆
者
の
考
え
る
各
段
の
作
中
の
時
間
設
定
を
述
べ
、
二
節
に
は
考
証
の
補
足
説

明
と
作
中
時
間
設
定
を
追
究
し
て
新
た
に
気
付
い
た
点
に
つ
い
て
ま
と
め
た
。
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ま
た
三
節
に
は
、
先
行
作
と
異
な
る
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
に
お
け
る
独
自
の

構
想
に
つ
い
て
述
べ
た
。
ま
と
め
に
か
え
て
近
年
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
の
初

板
本
の
刊
行
日
が
判
明
し
た
の
で
、
こ
こ
に
報
告
し
た
い
。

　

浄
瑠
璃
本
（
通
し
本
。
い
わ
ゆ
る
丸
本
）
は
多
く
、
初
演
興
行
の
初
日
の
年
月

日
を
記
載
す
る
こ
と
か
ら
、初
日
に
開
板
・
刊
行
し
た
も
の
と
さ
れ
て
き
た
が
、

諸
本
に
残
る
刊
行
日
に
つ
い
て
の
書
き
入
れ
を
根
拠
と
し
て
、
初
日
と
刊
行
日

の
隔
た
り
を
計
算
し
て
、
平
均
値
を
求
め
た
。
拙
稿
「
浄
瑠
璃
本
の
刊
行
日
」

に
お
い
て
指
摘
し
た）

18
（

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
結
果
、
初
日
か
ら
お
よ
そ
五
十
日
ほ

ど
の
ち
に
初
板
さ
れ
た
も
の
と
判
明
し
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』の
刊
行
日
に
つ
い
て
は
、『
増
補
浄
瑠
璃
大
系
図
』

「
陸
奥
伊
太
夫
」初
代
竹
本
此
太
夫
の
ち
の
豊
竹
筑
前
少
掾
条
と
、『
浄
瑠
璃
譜
』

の
伝
え
る
忠
臣
蔵
騒
動
に
関
す
る
記
述
に
基
づ
き
、

『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
大
字
本
の
刊
行
は
、
十
月
に
な
っ
て
か
ら
、
と
推

定
で
き
る
。八
月
十
四
日
の
初
日
か
ら
数
え
て
、一
ヶ
月
半
以
上
も
あ
と
、

お
よ
そ
五
十
日
後
と
な
る
。

と
推
定
し
て
い
た
。

　

浄
瑠
璃
本
の
収
集
家
・
西
村
公
一
氏
御
所
蔵
の
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
初
板

初
摺
本
の
終
丁
裏
・
年
記
の
左
に
、「
十
月
五
日
本
出
」
と
墨
書
が
あ
る
。
八

月
十
四
日
の
初
日
か
ら
数
え
て
、十
月
五
日
は
ま
さ
し
く
五
十
日
目
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
判
明
し
て
い
る
刊
行
日
に
つ
い
て
平
均
値
を
求
め
た
場
合
、
五
十

何
日
と
い
う
数
値
と
な
る
の
だ
が
、「
浄
瑠
璃
本
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー）

19
（

」
第
一
位

の
残
存
点
数
を
誇
り
、
名
実
と
も
に
義
太
夫
節
・
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
の
代
表
作

で
あ
る
本
作
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
の
刊
行
日
が
初
日
後
五
十
日
目
で
あ
っ
た

こ
と
に
驚
い
た
が
、
こ
れ
を
以
て
、
浄
瑠
璃
本
の
刊
行
日
は
初
日
後
五
十
日
で

あ
る
、
と
断
言
し
て
良
い
よ
う
に
考
え
る
。

　

本
稿
の
付
表
「
浄
瑠
璃
本
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
各
段
の
段
名
と
、
作
中
設

定
時
間
・
場
所
一
覧
」
は
、
竹
本
駒
之
助
師
・
鶴
澤
津
賀
寿
師
が
『
仮
名
手
本

忠
臣
蔵
』
九
段
目
切
「
山
科
隠
家
」
を
丸
一
段
で
演
奏
し
た
二
〇
一
五
年
の
次

の
二
公
演
に
際
し
て
、
筆
者
が
解
説
資
料
に
作
成
し
た
も
の
を
基
礎
と
す
る
。

①
二
〇
一
五
年
二
月
二
十
一
日
（
土
）・
二
十
二
日
（
日
）
Ｋ
Ａ
Ａ
Ｔ
竹
本
駒
之

助
公
演
第
四
弾
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
九
段
目
切
「
山
科
隠
家
の
段
」（
Ｋ
Ａ
Ａ

Ｔ
神
奈
川
芸
術
劇
場
）。
②
二
〇
一
五
年
十
一
月
二
十
八
日
（
土
）
京
都
市
立
芸
術

大
学
日
本
伝
統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
第
四
十
三
回
公
開
講
座
「
義
太
夫
節
の
精

華
│
竹
本
駒
之
助
九
段
目
を
語
る
│
」（
京
都
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
・
ウ
ィ

ン
グ
ス
京
都
）。

　

②
の
公
演
記
録
映
像
Ｄ
Ｖ
Ｄ
『
義
太
夫
節
の
精
華　

竹
本
駒
之
助
九
段
目
を

語
る
』（
京
都
市
立
芸
術
大
学
日
本
伝
統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
六
年
六
月
三
十
日
）

の
添
付
す
る
解
説
資
料
に
も
同
名
の
付
表
を
記
載
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
一

部
異
な
る
点
が
あ
る
。
本
稿
を
以
て
、
筆
者
の
現
在
の
見
解
と
し
た
い
。

注（
１
）　
『
国
史
大
辞
典
』
第
１
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
九
年
）
は
、「
赤
穂

事
件
」
と
し
て
立
項
す
る
。

（
２
）　

祐
田
善
雄
氏
「『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
成
立
史
」
参
照
。
同
氏
著
『
浄
瑠

璃
史
論
考
』、
中
央
公
論
社
、
一
九
七
五
年
所
収
。

（
３
）

元
祖
出
雲
の
名
を
清
定
、
親
方
出
雲
の
名
を
定
雄
と
み
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
拙
稿
「
山
本
九
右
衛
門
の
高
麗
橋
二
丁
目
へ
の
移
転
時
期
と
、
署

名
「
付
説　

竹
田
出
雲
掾
清
定
」
の
初
出
資
料
」（
拙
著
『
浄
瑠
璃
本
史
研

究
』
八
木
書
店
、
二
〇
〇
九
年
所
収
）、
お
よ
び
拙
稿
「
補
説
二

竹
田
出

雲
掾
清
定
に
つ
い
て
」（
拙
編
『
近
松
浄
瑠
璃
善
本
集
成
』
第
四
巻
〈
ク
レ

ス
出
版
、
二
〇
一
一
年
所
収
〉）
参
照
の
こ
と
。
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（
４
）　

日
本
芸
術
文
化
振
興
会
Ｈ
Ｐ
「
文
化
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」＞

舞

台
芸
術
教
材
で
学
ぶ＞

文
楽＞

「
文
楽
編　

仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」＞

背
景

を
知
る＞

「
史
実
か
ら
創
作
へ
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
と
い
う
名
の
由
来
」

に
、「「
仮
名
手
本
」
は
、
江
戸
時
代
の
寺
子
屋
で
使
う
、
文
字
の
読
み
書

き
の
お
手
本
で
す
。「
い
ろ
は
四
十
七
文
字
」
と
「
赤
穂
藩
浪
人
四
十
七
人
」

が
同
数
で
あ
る
こ
と
か
ら
の
技
巧
で
す
。」
と
説
く
。
川
口
節
子
氏
監
修
・

執
筆
。
二
〇
一
四
年
。

（
５
）　

八
代
竹
本
綱
太
夫
著
『
芸
談
か
た
つ
む
り
』（
布
井
書
房
、
一
九
六
六
年
）

所
収
の
「
六
ツ
目
「
勘
平
住
家
」」
に
、
次
の
指
摘
が
あ
る
。

　
　
　

こ
の
六
ツ
目
に
は
「
金
」
と
い
う
文
字
が
四
十
七
も
出
て
き
ま
す
。

こ
れ
は
す
で
に
私
の
師
匠
も
ど
こ
か
で
お
話
し
に
な
っ
て
い
た
よ
う

に
思
い
ま
す
が
、
端
場
の
「
身
売
り
」
に
は
二
十
字
、
切
場
に
は
二

十
七
字
、
合
計
で
四
十
七
も
あ
り
ま
す
。
と
い
う
こ
と
は
赤
穂
の
四

十
七
士
を
当
て
こ
ん
だ
作
者
の
酒
落
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
ま
す
。

茶
谷
半
次
郎
著
『
山
城
少
掾
聞
書
』（
和
敬
書
店
、
一
九
四
九
年
）
の
、

「
院
本
作
者
の
味
噌
」
で
は
、
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
四
月
大
阪
四

ツ
橋
文
楽
座
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
興
行
で
山
城
少
掾
が
六
段
目
を
勤
め

た
際
の
出
来
事
と
し
て
、
次
の
記
述
が
あ
る
。

　
　
　

綱
太
夫
が
ど
こ
か
で
聞
い
て
ま
ゐ
り
ま
し
て
、
六
段
目
の
文
章
に

金
と
い
う
字
が
四
十
七
使
つ
て
あ
る
と
い
ふ
ん
で
す
。
さ
う
い
は
れ

て
み
る
と
私
も
、
聞
き
流
し
に
し
て
を
り
ま
し
た
が
、
若
い
頃
、
な

ん
で
も
松
葉
屋
（
現
広
助
）
だ
つ
た
か
の
家
に
、
そ
ん
な
こ
と
を
書

い
た
昔
の
本
が
あ
る
と
聞
い
た
こ
と
を
憶
ひ
出
し
ま
し
た
。
恰
度
私

が
六
段
目
を
や
る
こ
と
に
も
な
つ
て
ま
し
た
の
で
、
さ
つ
そ
く
宅
へ

帰
つ
て
調
べ
て
み
ま
す
と
、
な
る
ほ
ど
あ
る
。
身
売
り
の
「
娘
の
年

も
丸
五
年
、
給
銀
は
金
百
両
」
か
ら
始
ま
つ
て
「
今
夜
中
に
渡
さ
ね

ば
な
ら
ぬ
金
有
れ
ば
」「
今
晩
証
文
を
認
め
百
両
の
金
子
お
貸
し
な
さ

れ
て
下
さ
れ
」「
証
文
の
上
で
半
金
渡
し
」「
夜
道
を
一
人
金
持
つ
て
」

と
い
う
具
合
に
、
拾
つ
て
ゆ
く
と
五
月
蝿
い
ほ
ど
金
と
い
ふ
字
が
あ

つ
て
、
段
切
前
の
「
首
に
か
け
た
る
こ
の
金
は
」
が
し
ま
ひ
で
キ
ツ

チ
リ
四
十
七
字
あ
る
ん
で
す
。
こ
れ
に
は
感
心
し
ま
し
た
。
こ
ん
な

に
沢
山
金
と
い
う
字
が
使
つ
て
あ
る
の
に
、
今
ま
で
な
ん
の
気
な
し

に
、
語
る
は
う
も
ス
ラ
ス
ラ
語
つ
て
ゐ
れ
ば
、
聴
く
は
う
で
も
い
つ

か
う
耳
障
り
に
な
ら
な
い
な
ん
て
い
ふ
の
は
、
ま
つ
た
く
作
者
の
腕

で
せ
う
な
。

文
中
の
松
葉
屋
・
五
代
豊
沢
広
助
が
所
蔵
し
た
と
い
う
「
昔
の
本
」
の

詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、「
六
段
目
の
文
章
に
金
と
い
う
字
が
四
十
七
使
つ

て
あ
る
」
と
い
う
伝
承
が
斯
界
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

（
６
）　

諏
訪
春
雄
氏
「
忠
臣
蔵
の
深
層

│
日
本
人
の
劇
観
念

│
」（『
国
文

学

解
釈
と
教
材
』
特
集
「
忠
臣
蔵
・
日
本
人
の
証
明
」
學
燈
社
、
一
九

八
六
年
所
収
）
は
、「
内
匠
頭
の
刃
傷
か
ら
四
十
七
年
目
に
「
仮
名
手
本
忠

臣
蔵
」
が
登
場
し
て
く
る
。」
と
述
べ
る
。
ま
た
服
部
幸
雄
氏
「
仮
名
手
本

忠
臣
蔵
と
そ
の
時
代
」（
同
氏
編
著
『
歴
史
と
古
典

仮
名
手
本
忠
臣
蔵
を

読
む
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
年
所
収
）
は
「
初
演
の
寛
延
元
年
（
一

七
四
八
）
が
、
史
実
の
刃
傷
事
件
か
ら
数
え
て
ち
ょ
う
ど
四
十
七
年
目
に

当
た
っ
て
い
た
の
は
、
ま
っ
た
く
の
偶
然
と
は
い
え
奇
し
き
縁
と
い
う
べ

き
で
あ
ろ
う
。」
と
述
べ
る
。
満
で
数
え
た
場
合
に
は
確
か
に
刃
傷
事
件
を

起
点
と
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
近
世
期
・
江
戸
時
代
に
お
い
て
は
、
数
え

で
積
算
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
刃
傷
事
件
か
ら
四
十
七
年
目
と
捉
え

る
の
は
適
当
で
は
な
い
。

『
日
本
名
著
全
集
』「
浄
瑠
璃
名
作
集
」
下
巻
（
日
本
名
著
全
集
刊
行
会
、

一
九
二
九
年
）
の
、
黒
木
勘
蔵
氏
「
解
題
」
に
「
元
禄
十
五
年
の
討
入
よ

り
丁
度
四
十
七
年
に
当
つ
て
作
ら
れ
た
の
が
、「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
で
あ

る
。」と
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
、
討
入
を
起
点
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

（
７
）

以
下
、
月
日
お
よ
び
月
の
大
小
に
つ
い
て
は
、
湯
浅
吉
美
氏
編
『
増
補

日
本
暦
日
便
覧
』
上
下
巻
（
汲
古
書
院
、
一
九
九
〇
年
）
の
、「
暦
応
元
年

／
延
元
３
年
」
項
に
拠
る
。

（
８
）　

被
支
配
層
に
お
い
て
は
炉
お
よ
び
炬
燵
を
使
用
す
る
こ
と
は
、
初
冬
十

月
の
中
の
亥
の
日
か
ら
と
さ
れ
た
も
の
。近
松
作
・
享
保
五
年（
一
七
二
〇
）

初
演
『
心
中
天
の
網
島
』
中
之
巻
「
紙
屋
」
に
、「
お
と
ゝ
し
の
十
月
中
の
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ゐ
の
子
に
こ
た
つ
明
た
祝
義
と
て
。」
と
あ
る
な
ど
。

（
９
）　
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
の
先
行
作
は
、
浅
野
内
匠
頭
の
切
腹
・
御
家
断
絶

の
次
の
段
を
翌
年
と
設
定
し
て
、
史
実
に
同
じ
く
二
年
に
跨
が
っ
て
脚
色

し
て
い
た
。『
碁
盤
太
平
記
』
で
は
寺
岡
平
右
衛
門
の
詞
に
「
去
年
殿
様
め

つ
ば
う
と
聞
よ
り
」
と
あ
っ
て
、
明
確
に
前
年
翌
年
の
関
係
と
判
る
。『
鬼

鹿
毛
無
佐
志
鐙
』
第
五
・
大
岸
宮
内
の
詞
「
と
し
比
心
を
つ
く
し
た
る
」、

『
忠
臣
金
短
冊
』
第
五
・
大
岸
力
弥
の
詞
「
先
年
殿
中
け
ん
く
は
の
節
。」

の
場
合
も
、
越
年
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

（
10
）　

刊
年
未
詳
『
楽
し
み
さ
う
し
』
は
、
大
坂
の
板
元
・
綿
屋
喜
兵
衛
の
刊

行
に
な
る
縦
十
七
糎
ほ
ど
の
小
冊
で
、
年
代
記
や
見
立
番
付
な
ど
雑
多
な

内
容
を
、
経
本
様
の
折
本
に
仕
立
て
た
も
の
で
あ
る
。
見
開
き
十
面
〜
二

十
数
面
を
一
編
と
し
て
、
五
編
を
一
組
と
し
て
販
売
し
た
ら
し
い
が
、
現

存
本
間
に
は
異
同
が
大
き
く
、
刊
行
の
た
び
に
組
み
合
わ
せ
が
変
動
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
所
蔵
本
（
請
求
番

号w
o06-00525

）
で
説
明
す
る
。
題
簽
「
た
の
し
み
草
帋　

参
」
と
あ

る
三
編
に
、「
あ
た
り
狂
言
穴
さ
が
し
」
五
枚
、「
浄
瑠
璃
文
句
穴
さ
が
し
」

三
枚
、「
忠
臣
蔵
穴
さ
が
し
」
十
枚
を
収
め
る
。「
穴
さ
が
し
」
と
は
作
品

の
矛
盾
点
や
疑
問
点
を
突
く
こ
と
で
、
右
は
い
ず
れ
も
人
形
浄
瑠
璃
の
著

名
な
作
品
を
取
り
上
げ
た
も
の
。

「
忠
臣
蔵
穴
さ
が
し
五
編
」
は
、「
六
段
目
口
」
の
月
日
の
設
定
矛
盾
に

つ
い
て
述
べ
る
。
五
段
目
を
六
月
二
十
九
日
と
し
て
、「
小
の
月
な
れ
ば
翌

日
勘
平
の
内
に
て
は
七
月
朔
日
な
り
」「
七
月
朔
日
頃
に
麦
秋
は
余
り
お
く

れ
過
た
り
何
ぼ
う
閏
の
有
年
で
も
五
月
中
旬
に
は
麦
を
苅
込
物
也　

尤
も

つ
う
れ
い
の
年
な
れ
ば
五
月
節
句
を
麦
秋
の
最
中
の
時
せ
つ
と
す

や
ま

よ
せ
の
在
所
と
は
言
な
が
ら
強
ち
寒
気
の
厳
し
い
幽
谷
と
い
ふ
に
は
あ
ら

ず
」
と
記
す
。

ま
た
お
ど
け
浄
瑠
璃
『
山
科
の
跡
仕
舞
』
は
「
文
化
八
年
辛
未
二
月

浪
花
一
九
作
」
の
序
文
か
ら
、
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
の
刊
と
判
る
。

内
容
は
、
と
な
せ
・
お
石
・
小
浪
が
、
加
古
川
本
蔵
の
月
忌
を
営
ん
で
、

山
科
を
退
去
し
よ
う
、
と
い
う
も
の
。
諸
道
具
売
り
払
い
の
た
め
に
呼
ん

だ
道
具
屋
元
平
の
詞
に
「
全
体
あ
の
在
所
は
皆
の
ら
と
見
へ
ま
す
。
七
月

に
麦
か
ち
す
る
様
な
所
。
も
ふ
早
稲
が
い
る
と
。
麦
秋
と
米
秋
が
ご
ち
や

〳｠

〵
に
成
て
。」
と
あ
る
。
麦
秋
設
定
と
の
矛
盾
は
、
は
や
く
江
戸
時
代
か

ら
指
摘
さ
れ
て
き
て
い
た
。

（
11
）　

注（
９
）に
指
摘
す
る
よ
う
に
、
赤
穂
事
件
を
脚
色
し
た
先
行
作
で
は「
刃

傷
事
件
」
の
次
の
段
以
降
を
翌
年
と
設
定
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、『
仮

名
手
本
忠
臣
蔵
』
で
も
五
段
目
・
六
段
目
以
降
を
翌
年
と
設
定
し
た
段
階

が
あ
っ
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
完
成
稿
で
は
、
越
年
せ
ず
、
一
年
間
と

い
う
新
し
い
枠
組
み
へ
と
変
更
さ
れ
て
い
る
の
で
、「
麦
秋
」
設
定
は
、
い

わ
ば
尾
骶
骨
的
に
取
り
残
さ
れ
た
字
句
な
の
で
あ
ろ
う
。

（
12
）　

内
山
美
樹
子
氏
「「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
論
」（
同
氏
著
『
浄
瑠
璃
史
の

十
八
世
紀
』、
勉
誠
社
、
一
九
九
〇
年
所
収
）
四
九
二
頁
に
、
五
段
目
の
千

崎
弥
五
郎
に
つ
い
て
、「
当
面
「
御
用
金
を
集
る
其
御
使
イ
」
に
熱
心
な
余

り
、
多
額
の
金
を
調
達
す
る
こ
と
で
一
味
に
加
え
ら
れ
る
か
の
如
く
勘
平

に
思
い
込
ま
せ
る
返
事
を
し
て
し
ま
っ
た
の
は
、
軽
率
で
筋
の
通
ら
ぬ
こ

と
で
あ
っ
た
。」
と
の
指
摘
が
あ
る
。

千
崎
が
御
用
金
の
秘
密
を
明
か
し
た
の
は
、
勘
平
に
限
ら
ず
、
訪
問
し

た
ほ
か
の
〈
傍
輩
〉
に
も
有
り
得
た
こ
と
な
の
だ
、
と
筆
者
は
考
え
る
。

（
13
）　

人
形
浄
瑠
璃
文
楽
お
よ
び
歌
舞
伎
の
現
行
演
出
で
は
、
揃
の
お
仕
着
せ

に
赤
前
垂
れ
を
掛
け
た
仲
居
た
ち
と
め
ん
な
い
千
鳥
を
し
て
遊
ん
で
い
る

様
子
を
み
せ
る
が
、
こ
れ
は
誤
り
。
由
良
大
尽
の
遊
ぶ
お
相
手
は
「
名
有

ル
色
達
チ
」
す
な
わ
ち
揚
げ
代
の
要
る
芸
妓
・
舞
妓
で
あ
る
は
ず
で
、
決

し
て
仲
居
と
遊
ぶ
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。

（
14
）　

お
か
る
は
、
六
段
目
・
身
売
の
場
面
で
も
駕
籠
に
乗
せ
ら
れ
る
が
、
お

か
る
に
相
当
す
る
実
在
・
実
際
の
人
物
に
〈
駕
籠
〉
に
関
わ
る
風
説
が
行

わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
識
者
の
御
教
示
を
請
い
た
い
。

（
15
）

表
２
の
Ⅵ
、
近
松
半
二
・
三
好
松
洛
・
竹
田
伊
豆
・
竹
田
小
出
・
筑
田

平
七
・
竹
本
三
郎
兵
衛
の
合
作
に
よ
る
、
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
十
月

竹
本
座
初
演
『
太
平
記
忠
臣
講
釈
』
は
、
十
冊
物
の
時
代
物
だ
が
、
年
の

設
定
を
敢
え
て
書
き
込
ま
な
い
と
い
う
異
色
の
作
品
で
あ
る
。
刃
傷
は
初
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段
で
起
き
、
二
冊
目
・
塩
冶
判
官
の
国
元
へ
凶
変
を
告
げ
る
早
打
の
詞
の

中
に
三
度「
十
四
日
」と
い
う
日
付
を
書
き
込
む
。
初
演
興
行
の
客
席
に
は
、

戦
慄
が
走
っ
た
こ
と
と
筆
者
は
思
う
。

 
　

二
番
目
の
早
打
・
矢
間
重
太
郎
の
詞
に
「
十
四
日
勅
答
の
と
き
。
両
人

な
が
ら
配
膳
の
御
役
に
伺
公
の
中
。
殿
師
直
を
刃
傷
に
及
び
給
び
御
誤
極

り
。御
預
の
館
に
て
。殿
は
其
夜
御
切
腹
」と
あ
る
の
で
、十
四
日
の
刃
傷
・

即
日
の
切
腹
と
も
読
め
る
が
、
八
冊
目
「
大
星
出
立
」
の
寺
岡
平
右
衛
門

の
詞
に
は
、
判
官
の
切
腹
を
「
ア
ヽ
其
日
は
去
々
年
三
月
十
五
日
。」
と
回

顧
さ
せ
る
。
仮
に
当
局
か
ら
の
咎
め
を
う
け
た
場
合
に
、
刃
傷
・
切
腹
を

三
月
十
五
日
と
設
定
し
て
い
る
と
言
い
逃
れ
る
た
め
の
作
者
の
仕
掛
け
な

の
だ
ろ
う
と
考
え
る
。

 

　

竹
本
座
の
前
作
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
に
お
い
て
刃
傷
事
件
の
日
付
に

関
し
て
一
種
の
冒
険
が
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
、
そ
の
延
長
線
上

に
工
夫
を
凝
ら
し
た
も
の
が
、
近
松
半
二
ら
が
『
太
平
記
忠
臣
講
釈
』
で

試
み
た
諸
設
定

│
年
を
書
き
込
ま
な
い
こ
と
や
、
刃
傷
・
切
腹
の
日
付

を
登
場
人
物
の
発
話
だ
け
に
限
る

│
な
の
だ
と
捉
え
る
。

（
16
） 　

若
竹
笛
躬
・
豊
竹
応
律
・
中
邑
阿
契
の
合
作
に
よ
る
、
宝
暦
九
年
（
一

七
五
九
）
五
月
豊
竹
座
初
演
『
難
波
丸
金
鶏
』
は
、
五
段
続
で
あ
る
が
世

話
物
の
作
品
で
、
世
話
物
の
通
例
と
し
て
年
の
設
定
を
持
た
な
い
。

 

　

淀
屋
辰
五
郎
の
闕
所
事
件
を
描
い
た
近
松
作
『
淀
鯉
出
世
滝
徳
』
の
改

作
と
説
か
れ
る
が
、「
淀
屋
辰
五
郎
」
を
史
実
の
名
前
の
ま
ま
登
場
さ
せ
、

ま
た
実
在
の
海
賊
阿
波
の
十
郎
兵
衛
や
塩
売
の
長
蔵
を
働
か
せ
る
な
ど
、

独
自
に
創
作
し
た
も
の
で
あ
る
。
最
大
の
工
夫
は
、
淀
屋
闕
所
と
同
じ
く

五
代
将
軍
綱
吉
治
世
下
に
起
こ
っ
た
、
赤
穂
事
件
を
取
り
合
わ
せ
た
点
で
、

大
序
「
鎌
倉
泉
岳
寺
」
で
は
、
大
星
由
良
助
ら
が
小
栗
判
官
の
墓
前
に
、

横
山
郡
領
の
首
級
を
供
え
る
。
こ
れ
は
続
く
「
住
吉
霰
松
原
」
で
蜘
蛛
助

と
な
っ
た
斧
九
太
夫
が
観
た
夢
で
、
九
太
夫
の
詞
に
「
か
は
つ
た
夢
を
見

た
よ
な
ァ
。
元
禄
の
比
。
小
栗
判
官
の
仇
。
横
山
を
討
た
り
し
。
四
十
七

人
の
忠
臣
。」
云
々
と
あ
っ
て
、
小
栗
判
官
の
敵
討
を
史
実
の
「
元
禄
」
の

年
号
と
し
た
点
に
斬
新
さ
が
あ
る
。
脚
色
の
主
対
象
を
離
れ
た
場
合
に
は
、

史
実
の
「
泉
岳
寺
」
や
「
元
禄
」
を
用
い
る
こ
と
が
出
来
る
、
と
い
う
当

時
の
検
閲
の
あ
り
方
が
興
味
深
い
。

 

　
「
金
の
鶏
」
は
淀
屋
の
重
宝
で
あ
る
が
、
九
太
夫
は
土
中
の
金
鶏
の
上
で

泉
岳
寺
の
夢
を
み
る
の
で
、
作
者
は
赤
穂
事
件
を
「
金
」
で
象
徴
す
る
こ

と
を
、
豊
竹
座
の
伝
統
と
し
て
認
識
す
る
も
の
と
理
解
で
き
よ
う
。

（
17
） 　
「
太
平
記
」「
小
栗
判
官
」
両
世
界
と
も
に
、
当
代
徳
川
家
と
同
じ
、
源

氏
の
幕
府
を
選
ん
で
い
る
の
は
、
偶
然
で
は
な
か
ろ
う
。

（
18
） 　

拙
著
『
浄
瑠
璃
本
史
研
究
』（
八
木
書
店
、
二
〇
〇
九
年
）
の
、
第
一
部

「
浄
瑠
璃
本
研
究
」
第
二
章
「
浄
瑠
璃
本
の
刊
行
日
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

ま
た
同
書
刊
行
後
に
判
明
し
た
事
例
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
浄
瑠
璃
絵
尽

作
品
名
別
所
在
目
録
（
未
定
稿
）

│
浄
瑠
璃
絵
尽
研
究
の
現
在
と
、
二

三
の
補
遺

│
」（『
か
が
み
』
第
四
十
二
号
、
大
東
急
記
念
文
庫
、
二
〇

一
二
年
所
収
）
に
紹
介
し
て
い
る
の
で
あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

 

　

右
拙
稿
の
最
新
の
報
告
値
と
し
て
は
、「
最
終
的
な
価
が
「
五
三
・
〇
九

日
」
と
な
り
、
改
訂
以
前
の
「
五
〇
・
六
七
日
」
か
ら
僅
か
に
増
加
し
た
」

（
一
二
六
頁
）。

（
19
） 　

拙
稿
「
浄
瑠
璃
本
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
」（『
文
学
』「
人
形
浄
瑠
璃
・
文
楽

の
こ
と
ば
へ
」
特
集
号
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
一
年
所
収
）
参
照
。




